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第 1 トンネル L= 10 0 .0 ｍ

第 2 トンネル L= 7 4 7 .0 ｍ

橋梁部 L= 2 5 . 4 ｍ

起点土工部 L= 4 1 .0 ｍ

終点土工部 L= 6 7 .7 ｍ
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 三宅島は、富士火山帯上に位置する火山島です。近年では約20年周期で噴火を繰り返しています。

また、台風や津波などの自然災害の脅威にもさらされており、迫りくる大災害に対し島全体の防災力

向上が喫緊の課題となっています。

　台　風津　波　噴　火

 伊ヶ谷漁港には、平成12年の噴火以降、三池港・ ヶ

浜港に続き大型客船が接岸できる桟橋が整備されました。

現道は平成12年の噴火時を含めて、過去にがけ崩れや

泥流により、長期間通行止めになるなど、自然災害に対

して非常に脆弱です。また、噴火の際には、降灰のリス

クもあるため、現道の道路構造強化だけでは恒久的な防

災力の強化は難しい状況です。

過去の被害例
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災害多 発エ リア

平成 1 2 年　路面損壊

平成 1 2 年　路肩損壊

平成 2 2 年 1 0 月 3 0 日

台風 1 4 号によ る 斜面崩壊

平成 12 年に起こった噴火では、全島民が島外への避難を余儀なくされました。

島外避難には定期船が利用されました。

三宅島の課題

伊ヶ谷漁港までのアクセスルート
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 本事業は、迫る大規模災害に備えて、三宅島及び伊ヶ谷地区の防災力を強化するため、伊ケ谷漁港

を整備するものです。

伊ヶ 谷漁港

整 備 前

現道の代替路と な る 防災道路を 整備

整 備 後

大 船 戸 湾

都道三宅循環線
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整 備 後

伊ヶ谷港線（仮称）ができることで、今よりも安全でスムーズに港へアクセスできるようになります。

また、トンネルによって、自然災害や降灰のリスクを軽減することができます。　
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NATM（ナトム）工法については、

あとでくわしく説明するよ！
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防災道路の整備

伊ヶ 谷港線 （仮称） ト ンネル構造



平 面 図

延路線名

施工箇所

トンネル延長

道路種別

設計速度

幅員構成

一般都道三宅循環線 ( 第 2 1 2 号 ) ( 伊ケ谷港線（仮称）)

東京都三宅島三宅村伊ヶ谷地内

第 1 ト ンネル L= 10 0 ｍ、 第 2 ト ンネル L= 7 4 7 ｍ

第 3 種第 4 級

3 0 k m /h

車道 2 . 7 5 ｍ×2 、路肩 0 .7 5 ｍ×2 、歩道 2 . 0 0 ｍ、

路上施設帯 0 .5 ｍ、 管理用通路 0 .7 5 ｍ

縦断勾配 上り 勾配 2 .1 2 0 ％ （第 1 トンネル） ～

下り 勾配 6 .4 13 ％ （第 2 ト ンネル）

平面線形

舗　　　装

R = 5 0 0 ｍ～ R= ∞～ R = 2 0 0 ｍ

セメ ント コンクリート舗装

橋　　　梁 橋長　L ＝2 5 . 4 m

上部工 ： 鋼単純合成鈑桁橋

下部工 ： 逆 T 式橋台

全体 の 高 さ ： 約 8 ｍ

全体 の 幅 員 ： 約 1 1 ｍ

ト ン ネ ル 部 橋 梁 部 土　工　部

起点側坑口

第 1 トンネル L=100.0 m

終点側坑口

橋梁区間 L=25.4m 
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第２トンネル L=747.0m
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DL＝0.00

土工区間 L = 4 1 . 0 m

第１ト ン ネル区間延長 L= 1 0 0 .0 m

橋梁区間 L= 2 5 .4 m
第２ト ン ネル区間延長 L = 7 4 7 . 0 m

土工区間 L= 6 7 .7 m

計画延長

 L= 9 9 3 .7 m
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などが積み重なった互層で構成されており、全体的に固結度の低い地山となっています。

地質の概要

概要
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New Austrian Tunnelling M

トを吹き付けて固め、ロックボルトを打ち込むことにより、地盤の安定を確保しながらトンネルを掘

進することができます。

特・徴

施工手順

補助工法について

グ工を適用しています。

　本工法は地中内に長尺の鋼管を打ち込み、地山内

トンネルの掘削はこの傘の下に沿って掘っていきま

す。強固な傘の下でのトンネル掘削となることから、

工事中の安全性が確保できます。

1  補助工法 2  掘削 3  一次吹付コンクリート

4  金網工 5  鋼アーチ支保工 6  二次吹付コンクリート

7  ロックボルト 8  インバート部

    埋め戻し、締め固め

9  防水シート、

　　覆工コンクリート

ドリルジャンボ

コンクリート吹付機

油圧切削機（ツインヘッダ）

主な建設機械

トンネル工事用に開発された機

械で、ロックボルト打設時のせ

ん孔作業や、支保工建て込み、

金網設置などトンネル掘削時の

作業に幅広く使用されています。

トンネル掘削直後の崩壊防止や掘削面

の緩みを防止するためのコンクリート

を吹き付ける機械です。

先端に取り付けられた切削

ピック付きのドラムを回転

させて岩石や土を掘削しま

す。掘削騒音が小さいのが

特徴です。当該トンネルで

は、発破掘削は行いません。

地中に長尺の鋼管を打ち込んで、

地山を安定させます。

掘削を行います。

発生した土は坑外に搬出します。

掘削面の土砂がくずれないよう、

コンクリートを吹き付けます。

掘削面を補強するために金網を

取り付けます。

さらに地盤からの圧力を支えるために

鋼製のアーチ型支保工を建て込みます。

金網と支保工が結合するよう、

コンクリートを吹き付けます。

棒状の鋼材をトンネルの内側から

地盤に打ち込んで補強します。

トンネル内に水が漏れないよう防水

シートを取り付けます。更なる補強

のため、コンクリートで覆います。

底面部分を埋め戻し、振動を与え

て締め固めます。

この一連の工程

を繰り返して、

トンネルを掘り

進めるよ！

今回の工事では

爆薬を使用した発破掘削

はおこないません！
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吹付コンクリート

鋼アーチ支保工

施工イメージ


